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Ⅰ　研究目的
教員養成において「実践的指導力」の育成が求められている。小学校教員養成課程におい
て，体育科の実践的指導力を養うために何をどう指導するかが問われている。
こうした中で，様々な教育改革が近年，進められてきた。その中で大きなテーマは教員の
資質能力の向上であり，教職大学院の設置や教員免許更新制の導入など，教員養成・免許制
度改革はその端緒として重要視されている。同時期に，日本教育大学協会より，「体験と研
究の往還運動」を通して「教育実践を科学的・研究的に省察（reflection）する力」を育むモ
デルカリキュラム（「教員養成のモデル・コア・カリキュラムの検討－教員養成コア科目群
を基軸にしたカリキュラム作りの提案－」）が提案された。具体的には，教育実習を中心に，
学校教育全般を見渡せるような体験の提供をカリキュラムの中核に置き，例えば，１年次か
ら学校現場に出て授業のアシスタントを体験させ，その後その体験を振り返る授業を幅広い
分野の大学教員で協力して開講し，「教育実践を科学的・研究的に省察（reflection）する力」
を教員養成全体で養成していく方向が示されている。
これを契機として，教員養成系大学では，カリキュラム改革や授業改善を進めるように
なった。そして，教員養成課程の授業科目の中に，教育実習と大学の授業の連携を強化し，
学生に「実践的指導力」を育む方法として模擬授業やマイクロティーチングが導入されるよ
うになった。この模擬授業は，授業で教師役を体験しその授業を反省会などで省察，研究す
ることによって成り立っている。つまり，「体験と研究の往還運動」そのものであり，教育
実習前に模擬授業を行うことによって，教育実習や教育現場で必要とされる「教育実践を科
学的・研究的に省察（reflection）する力」を育成することが意図されている。
また，教員養成における「省察」の重要性，特に体育科においては，近年数多くの研究や
報告を見ることが出来る。例えば，教育実習生の授業観察視点の欠落や教員養成段階におけ
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る体育科目の模擬授業の「省察」能力が授業中における「問題の発見」と捉えた報告などで
ある。
さらに，教育実習前に特定の指導技術を身につける方法として模擬授業を位置づけ，その
効果として，「授業計画」「授業運営」「教授行為」について「省察」すること，体育授業の
「基礎的条件」特に「授業の勢い」に変容をもたらすこと，の２点を確認している。
このように，模擬授業やマイクロティーチングは多くの大学で実施され，その事例紹介や
実践報告も見られるようになったが，模擬授業の実施にあたって，課題も生じてきている。
例えば，担当する教員の人数や受講生の人数などの関係で，模擬授業を実施する授業者が限
定されてしまい，全ての学生に十分な量と質を保障するのが難しい，また，学生一人一人に
模擬授業の経験をさせようとすると，１時間の授業のみを考えた授業になりがちで，単元計
画やこの学習を通してどのような力を身につけさせるかといった，授業を構想する力や授業
実践の力は育みにくくなっている。さらに，模擬授業は大学内で大学生を生徒役として行わ
れるため，実際の子どもと授業を行った場合でないと起こりえない問題が表れてこないな
ど，実践上の内容も少なくない。
以上のことを踏まえ，本研究では，小学校教員をめざす教職課程にある学生が体育の模擬
授業を通して，授業に必要な知識や能力をどのように「省察」し習得しているのか，またそ
れが授業とともにどのように変化しているのかを捉えようとした。そして，模擬授業を体験
した学生が，どのような知識や技能を「省察」するのかを明らかにし，その有効性を検討す
る。こうした実践事例を踏まえ，教員養成段階における「実践的指導力」の育成の示唆を得
るものである。
Ⅱ　研究方法：資料の収集と分析の方法
１．対　象
まず，私立大学Ｓ大学（以下Ｓ大学と略す）の教員養成カリキュラムの概略を述べる。Ｓ
大学では，総合福祉学部教育福祉学科学校教育コースに所属し，小学校教員免許取得を希望
する学生は，２年生の前期に体育実技を履修し，３年生の前期に初等体育科教育法を履修す
る。教育実習前に体育に関して履修する科目はこの２科目のみである。本研究の対象とした
授業は，初等体育科教育法Ａにおいて実施された６回の模擬授業である。
２．期　日
実施された期間は，平成27年５月12日より平成27年６月16日である。
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３．模擬授業を取り入れた「初等体育科教育法」の授業過程
初等体育科教育法（15回）の授業は以下の内容で進めた。
１　シラバスの説明・グルーピング・体育授業に関する調査
２　体育の授業づくり・学習指導要領改定の背景・学習指導要領目標
３　学習指導要領解説・各運動領域の説明・良い体育授業とは
４　模擬授業の進め方・指導案の書き方・模擬授業のねらい
５　模擬授業①　３年生　体つくり運動「鬼遊び」，走・跳の運動「折り返しリレー」
６　模擬授業②　２年生　ゲーム「的あて遊び」，「はしごドッジボール」
７　模擬授業③　２年生　走・跳の運動遊び「いろいろな走り方」「折り返しリレー」
８　模擬授業④　２年生　器械・器具を使った運動遊び「動物歩き」，「お話マット」
９　模擬授業⑤　１年生　表現運動遊び「まねっこ遊び」，「動物になって」
10　模擬授業⑥　３年生　跳び箱運動「動物歩き」，「踏み越し跳び」，「またぎ越し跳び」
11　各班で行った模擬授業の省察・研究協議・次の模擬授業への反省と課題
12　第２回目模擬授業①・②　器械運動・表現運動
13　第２回目模擬授業③・④　ゲーム・ボール運動
14　第２回目模擬授業⑤・⑥　表現運動・陸上運動
15　模擬授業の省察・良い体育授業を生み出すために・まとめ
４．模擬授業の進め方
模擬授業（45分）は，以下の手順で指導案を作成し，模擬授業を実施した。
①　授業づくり（教材研究・指導案作成・教材教具の作成や準備）や授業実施のための諸
準備は模擬授業を担当するグループメンバー全員で取り組む（グループは３～４名で
構成）
②　指導案は模擬授業実施の１週間前までに授業担当者上條に提出し，指導・助言を受け，
修正して作成する。
③　仕上げた指導案はクラス全員分を印刷して，授業実施当日に配布する。
④　模擬授業は１名もしくは２名で展開し，残りのメンバーはTTとして指導補助や用具
の準備などを担当する。
５．初等体育科教育法の授業の進め方
①　授業開始のチャイムとともに，授業グループは履修学生全員に授業のねらい，授業の
ポイント，指導案の説明をする。
②　授業についての説明後に模擬授業を開始する。（模擬授業は45分間）
⑶
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③　模擬授業終了後に「模擬授業評価カード」（図１）に記入後，「リフレクションシー
ト」（表１）に模擬授業について気づいたことを記入させた。
６．授業観察・学生の省察の分析法
１）模擬授業での教師行動，授業様態の記録
模擬授業は全てビデオ撮影するとともに，教師役である学生にピンマイクを着けさせて教
師の授業中の発話，及び言葉を収録した。ビデオ映像は，観察者が授業の実態を分析するた
めだけではなく，授業後の省察を学生が行う際に，自分たちが行った授業をもう一度見るこ
とによって，授業時には気づけなかったことに気づくこと，授業の時間配分が適正に行われ
⑷
模擬授業評価カード 記録者 学生番号 氏名
授業日 月　　日　　曜日　　校 授業者
時 時
単元名 協力者
１．指導案について
（１）運動の特性が明確にされているか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（２）本時の目標は明確にされているか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（３）本時の目標に対して，本時の学習内容は適切か 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（４）学習過程はよく工夫されているか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（５）指導の手立てはよく工夫されているか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
２．指導の実態
（１）授業の準備はよくできていたか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（２）指示・説明は，はっきりしていたか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（３）学習過程はよかったか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（４）場の設定は有効であったか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（５）学習形態（個別・集団）は有効に機能したか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（６）教師の言葉がけが機能していたか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
（７）学習者は自己課題をはっきり持つことができたか 大変良い まずまず良い もう少し 不十分
３．授業を終えて
（１）本時の目標は達成されたか 十分達成 まずまず達成 もう少し 不十分
（２）楽しく活動できたか 十分達成 まずまず達成 もう少し 不十分
（３）授業を受けた感想・授業を実施した感想
　　授業者・協力者のコメント
図１　模擬授業評価カード
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ていたかその配分を知ること，授業での教師としての言葉づかいや行動がどのようになされ
ていたか確認することなどを客観的に見直すために，学内のサーバー上に授業映像をアップ
ロードし，受講生がいつでも見られるように設定し，活用させた。
２）模擬授業評価カード
模擬授業に対して受講した学生がどのような評価をしているかを把握するために，「模擬
授業評価カード」（図１）を授業終了後，すぐに記入させた。この模擬授業評価カードは，
授業前，授業時，授業後の３場面について，「１．指導案について」，「２．指導の実際」，
「３．授業を終えて」の３つの観点を設定し，その下位項目として15の設問から構成されて
いる。設問に対して，「大変良い」の回答は４点，「まずまず良い」は３点，「もう少し」は
２点，「不十分」は１点として集計を行い，模擬授業に対しての学生達の問題点の気づきや
関心がどこへ向けられているかを知るための手がかりとした。
３）模擬授業リフレクションシート
模擬授業リフレクションシートは，模擬授業評価カードで指摘した問題点の気づきを授業
場面の具体的な「事実（出来事）」から，その事実を引き起こした「原因（評価）」を指摘し
た上で，その「改善策」を自由記述で叙述させた。記述された感想は，徳永によって作成さ
⑸
表１　リフレクションシート
〈模擬授業　リフレクションシート〉
　　　学籍番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名前：　　　　　　　　　　　　　
事実（出来事） 原因（評価） 改善策
授業の計画
（教材研究・場の設定と用具の準
備・目標の明確化など）
?????
授業の運営
（時間配分・ルーティン・
学習形態・配列法・生徒の
掌握・安全や怪我への配慮
など）
教授行為
（ 雰 囲 気 作 り・ 指 示・ 説
明・示範・助言・フィード
バック・板書など）
教　材
（学習の課題として適切な教材で
あったか，教具の工夫など）
その他
（準備運動および整理運動，見学
者への対応，学習カードなど）
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れた以下の11項目のカテゴリー分類に従った。ただし，授業は，指導の目標・内容及び方法
が一体化して成立するという観点から，「指導目標」はあらかじめカテゴリーに加えた。
感想の分類項目
①指導目標に関すること
②学習内容（教材）に関すること
（取り上げられた運動材・準備運動・整理運動・運動量など）
③学習場面における児童への具体的な教師活動
（課題の持たせ方・演示・示範・問いかけ・相互作用・指示・説明・児童の発言の取り
上げ・板書・学習資料など）
④学習過程・学習場面の構成
⑤生徒の活動形態に関すること
（学習形態・グルーピング・個別化など）
⑥学習環境の設定に関すること
（場づくり・雰囲気作り・音楽・教具など）
⑦指導者のパフォーマンスやパーソナリティに関すること
（雰囲気・話し方・表情・服装など）
⑧生徒達の人間関係（関わり合い）に関すること
⑨評価方法・評価基準に関すること
⑩学習カート・学習資料・ワークシート
⑪その他（児童の実態把握・安全・授業準備など）
Ⅲ　結果と考察
１．初等体育科教育法Ａの学生による６授業の概要
それぞれの授業がどのような教材を用いて，どのような授業展開で行われたか，その概要
を示す。
Ａ－１授業概要
Ａ－１授業は，教師役学生２名（前半と後半で交替して授業），学習補助教師役学生１名，
授業記録学生１名，児童役学生17名の計21名で行われた。単元は，小学校３年生の体つくり
運動，走・跳の運動から，体ほぐし「人間知恵の輪」，走・跳の運動の導入に「鬼遊び」を
取り上げた後，ミニハードルを加えた「折り返しリレー」を指導した。
Ａ－２授業概要
Ａ－２授業は，教師役学生２名（前半と後半で交替して授業），学習補助教師役学生１名，
授業記録学生１名，児童役学生17名の計21名で行われた。単元は，小学校２年生のゲーム
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「はしごドッジボール」を主教材に指導した。投動作の技能習得として授業の始めに「いろい
ろな高さに取り付けられたキャラクターへの的あて遊び」，「ロープに通したバトン高い位置
まで投げ上げるバトンスロー遊び」，「ボーテックスボールを使ったキャッチボール」を行っ
た。教材の配列は，投動作の技能習得を指導目標として設定されたプログラム学習である。
Ａ－３授業概要
Ａ－３授業は，教師役学生１名，学習補助教師役学生２名，授業記録学生１名，児童役学
生17名の計21名で行われた。単元は，小学校２年生の走・跳の運動遊びを取り上げた。授業
の始めに「鬼遊び」を行った後に，「いろいろな走り方」から，細かく走る・大またで走る・
ケンケン走り・ケンパーなどを行った。主教材では，跳び箱をハードルの代わりにした「折
り返しリレー」を指導した。活動は，グループ対抗で行われ，教師の一斉指導で行われた。
Ａ－４授業概要
Ａ－４授業は，教師役学生２名（途中で交代），授業記録学生１名，児童役学生18名の計
21名で行われた。単元は，小学校２年生の器械・器具を使った運動遊びから，マット遊びを
取り上げた。授業の始めに跳び箱に飛び乗っての「ドンじゃんけんゲーム」から入り，「ゆ
りかご」，「かえるの足打ち」を行った後に「動物歩き」を行った。主教材では，動物歩きを
発展させた「お話マット」を指導した。
Ａ－５授業概要
Ａ－５授業は，教師役学生１名，学習補助教師役学生２名，授業記録学生１名，児童役
学生18名の計22名で行われた。単元は，小学校２年生の表現運動遊び「動物になって」であ
る。授業の始めに「友だちのまねっこ遊び」を２人組で行い，「いろいろな動物になって動
物の森へ行こう」の活動へ入って行った。先生の指示や言葉かけによって子どもの活動を引
き出していく，一斉指導の形態で授業は展開された。
Ａ－６授業概要
Ａ－６授業は，教師役学生１名，学習補助教師役学生２名，授業記録学生１名，児童役学
生19名の計23名で行われた。単元は，小学校３年生の跳び箱運動である。授業の始めに跳び
箱運動の感覚養成として「動物歩き」を行った後に，「跳び箱を越すコツを見つけよう」の
ねらいを基にして，課題解決を促す形態で授業展開をした。
２．模擬授業評価カードの結果と考察
模擬授業評価カードの集計結果は，下記の図２に示す結果となった。
Ａ－１授業は，初等体育科教育Ａ行われた６授業の中で，模擬授業評価カードによる評価
点が最も高かった授業である。模擬授業評価カードの「本時目標の明確さ」，「授業準備」，
「楽しい活動」の３領域３項目で，生徒役の学生が「大変良い」と解答している。（授業を担
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当した学生のみ，良くないと解答していた）この授業は，鬼遊びから，走の運動への展開に
運動としてのつながりが明確で，単発で指導しなくてはならない模擬授業ではあるが，取り
組みやすい課題設定がされていた。そのため，教材や学習内容についての不満や疑問は少な
かった。反面，学生の意識は，「教師の言葉かけ」，「指示・説明の明確さ」などの教師の行
動について向いたものと考えられる。
教師の意図と逆に作用してしまったのは，授業の導入で行った「人間知恵の輪」の体ほぐ
し運動であった。教師役の授業者グループは，初めて組むグループの気持ちをリラックスさ
せこれからの活動を円滑に進めるために，体ほぐしとしてスキンシップを必要とする人間知
恵の輪を取り入れた。しかし，生徒役の学生には，何のための活動か，理解されなかった。
しかし，毎時間決まった体操を準備運動として行わせるだけでなく，教師が明確な意図を
持って導入運動を子どもに指導する姿勢は，意義のあることであり，今後は，運動の取り上
げる時期や方法を考えて授業を作っていくことが求められる。
Ａ－２授業は，模擬授業評価カードのすべての項目において，「大変良い」「まずまずよ
い」と評価をしている学生が多かった。特に，「本時の目標の明確さ」，「学習内容の適切さ」，
「学習形態は有効に機能していたか」，「楽しい活動」の３領域４項目で，多くの生徒役の学
⑻
図２　模擬授業評価カードの集計
１．指導案について Ａ－１ Ａ－２ Ａ－３ Ａ－４ Ａ－５ Ａ－６
１．運動特性の明確にされているか。 3.41 3.36 2.94 3.50 3.29 3.16
２．本時目標は明確か。 3.82 3.69 3.28 2.83 3.67 3.79
３．学習内容は適切か。 3.53 3.42 3.06 3.33 3.48 3.21
４．学習過程は工夫されているか。 3.38 3.14 2.83 3.22 2.95 3.05
５．指導の手立ては工夫されているか。 3.32 3.19 2.39 2.94 3.00 3.05
２．指導の実績
１．授業の準備はよく出来ていたか。 3.94 3.19 3.33 3.44 2.86 3.21
２．指示・説明ははっきりしていたか。 3.24 2.92 2.08 2.69 2.62 2.79
３．学習過程はよかったか。 3.35 3.14 2.83 3.33 3.05 3.32
４．場の設定は，有効であったか。 3.74 3.17 3.00 3.67 3.52 3.53
５．学習形態は有効に機能していたか。 3.62 3.44 3.28 3.50 3.33 3.21
６．教師の言葉かけが機能していたか。 3.06 2.89 2.17 2.89 3.00 2.74
７．学習者は自己課題をはっきり持てたか。 3.00 2.86 2.44 2.78 2.71 2.89
３．授業を終えて
１．本時の目標は達成されたか。 3.38 3.36 3.00 2.78 3.52 3.00
２．楽しく活動できたか。 3.94 3.64 3.61 3.61 3.81 3.79
大学生の模擬授業による「実践的指導力」習得に関する研究 73
生が「大変良い」と解答している。
この授業は，「的あて」や「ロープハンドスロー」，「ボーテックスバール」などの，投げ
る動作の基本となる学習を行ってから，発展学習となる「はしごドッジボール」へと展開し
ており，本時の目標に沿った系統的で，学習過程が学生にも分かりやすい授業展開がされて
いた。また，学習活動が２人組で活動することを基本としていたため，児童一人一人の役割
分担が明確であり，課題から外れている生徒役がいる場面がほとんど見られないなど，効率
の良い活動が展開されていた。そのため，教材や学習内容についての不満や疑問は少なかっ
たと考えられる。反面，学生の意識は，それぞれの活動場面での「教師の言葉かけ」の内
容，「指示・説明の明確さ」などの教師の授業時の行動について向いたものと考えられる。
Ａ－３授業は，６授業の中で，全体の評価が最も低かった授業である。運動課題の抽出，
授業準備，主運動の配列は無理なく構成されており，授業の展開も指導計画通り進められ
た。そのため，「本時の目標は明確か」，「授業の準備はよくできていたか」の項目は，他の
授業と比べても，それほど低い評価ではない。しかし，取り上げた運動の持つねらいやその
動きをすることでどんな能力を育てられるのか，といった授業目標に対しての理解が浅く，
種目や課題を単発で行わせて，次の種目へ進んでしまっていた。始めの課題から，次の運動
課題へ発展させたり，つまずきを見つけて発問をしたりといった，学習の深まりの場面を作
れず，ただ種目や課題をこなすだけの活動になってしまったため，「指示・説明ははっきり
しているか」「教師のことばかけは機能していたか」の項目に低い評価がされたのであろう。
このことは，どの模擬授業でも言えることであるが，子どもが喜び，力のつく典型教材を学
生に与えても，その教材のねらいや発展のさせ方を教材研究段階で理解していないと，教材
の持つ本当のおもしろさにふれさせずに活動を次々と行うだけの授業になってしまうことが
分かる。
Ａ－４授業も，運動課題の抽出，主運動につながる下位運動，主運動の選択は，事前指
導で練られて構成されており，技の系統性，教師のねらいが見える授業であった。そのため
「運動特性の明確さ」の項目では６授業の中で最も高い評価であり，「２指導の実績」の評
価合計も高かった。しかし，「指導の手立て」，「本時目標の達成」は，逆に最も低い評価と
なった。この原因もＡ－３授業と同様に，「早く課題を達成できた子の発展課題は何か」と
いった，次課題の発展の内容・その準備や用意ができていないこと，何をこの活動で育てる
かを伝えられていなかったため，生徒役の学生から「何もしないで待っている時間が無駄」
といった感想が出たものと思われる。達成できた生徒が活動の終わるのを何もせずに待って
いる時間を作らないための手立て，次の活動への発展的動きや展開の場づくりを教師役学生
は考えられてなかった。
Ａ－５授業は，「１指導案について」，「３授業を終えて」の２領域７項目全てに高い評価
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を得ている。その原因として，指導計画の流れが分かりやすく，活動がイメージしやすかっ
たと思われる。また，２人組での活動を中心に運動をしていったため，パートナーや友達と
の関わりが楽しかったといった記述も多く見られ，「楽しい活動」では最も高い評価となっ
た。
反面，「２指導の実績」領域の下位７項目の評価は，高くなかった。教師役学生は，生徒
役学生の動きを止めないように次々と課題を与え，動きを作り出す努力をしていたが，考え
考え指示や発問をしているため，学生達を表現の世界に入り込ませるまではいかなかった。
Ａ－６授業は「跳び箱を越すためのコツ探し」という教師からの明確な課題設定がされ
ていたため，「目標の明確さ」は高い評価になっており，課題に基づいた指導に関しても一
定の評価を得ている。こうした明確な課題を前面に出した体育授業は，現場の小学校でも多
くは見られないが，学生達に「この運動で何を教えたいか。どんな力を育てるのか。」を明
確にして指導案作成をさせてきたため，こうした授業展開を学生は考え，指導したと思われ
る。
実際には，コツ探しの話し合い時間が確保されていない，コツが教師から伝えられてしま
うなど，課題解決の時間と場面が保証されなかったことから，「自己課題」，「目標の達成」
に，改善点が残った。
３．模擬授業に対する感想の分類結果と考察
Ａ－１授業では，評価カードの高評価項目についての反省や改善などの感想は少なく，肯
定的な感想，記述が多かった。学生が最も注目していたのは，教授活動についてである。そ
の大半は，指示の内容や指示の出し方，運動中の言葉かけに関する記述である。教材や授業
の流れは良かったが，負けているチームに「ミニハードルの置き方をどう工夫したらいいか
な」，「どうしたらスピードを落とさないで走れるかな」といったアドバイス，教師の言葉か
けが少なかった，という指摘が多くされていた。
次に記述が多かった，「学習内容」については，授業の始めの「人間知恵の輪」の活動に
関してであった。この体ほぐしが，本時の走・跳の運動とどう関わるのかが，学生に伝わら
なかったため，活動として必要無いという指摘がされたのであろう。また，この体ほぐしの
活動に教材的意義を見いだしつつも，「早く知恵の輪が解けたグループへの次の指示」，「解
けないグループへの支援の不十分さ」を指摘する記述も見られた。
Ａ－２授業で学生の評価の注目が多かった項目は，「教師活動」と「学習内容」について
である。「学習内容」の項目に関しては，学習課題が容易なことと，同じ課題に取り組む時
間が長いことで，次の課題が見いだせずに飽きてしまったという意見が目立った。教材は，
小学校２年生対象であるため，大学生には優しい課題である。しかし，的あて，バトンス
⑽
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ローなどの運動素材をどのように発展させ，子どもの挑戦心や興味を引き出していくかとい
う，教材の深まりや発展の考えがなかった。学生には，良い実践を手本として，典型教材を
指導案に盛り込むように指導してきているが，教材の発展のさせ方や内容の深め方まで，模
擬授業段階の学生では思慮が及んでいないことが分かる。
「はじごドッジボール」でも大部分の学生が「良い教材であった」といった記述をしてい
たが，下位教材の場合と同様，「ゲームの時間が長くて飽きてしまった」といった意見が数
名見られた。学習のねらいが「ボールの正面に捕る時に入る」「守備のカバーする人は狙わ
れている人の後ろにカバーに入る」ことであったが，そのねらいを学生に理解させられてい
なかったため，投げて，あてるだけの活動になったためであろう。模擬授業では，生徒役が
大学生であるため，小学生の技能レベルよりも高く，小学生には適度に困難な課題であって
も，大学生には，易しすぎる場面や物足りなさが生じることは当然である。模擬授業を実施
する際に，生徒役学生は，授業で何を学ぶのか，どう生徒役として授業に臨むべきかといっ
た基本姿勢を認識させる必要がある。
学生が最も注目した「教授活動」の項目に関しては，指示の内容や指示の出し方，運動中
の言葉かけに関する記述が多く，その大部分が肯定的な感想である。特筆すべきは，巡視行
動についての記述である。授業概要の通り，本時では２人組での活動を基本としていたが，
教師が各ペアに巡視をしながら必ず１度は相互作用を与え，個別に生徒役学生に技能に関し
ての肯定的・矯正的フィードバックを与える機会を持っていたため，児童役の学生の評価を
高くしたと思われる。
Ａ－３授業で目立った感想は，「安全」についてである。この授業では，授業の始めに
「いろいろな走り方」で走る活動を行った。その場として，走路に１ｍずつの線をスズラン
テープで引き，１ｍのグリッドを10ｍにわたり作成し，そのグリッドを使って「サイドス
テップ」，「細かく走る」「１ますとばしで大またで走る」など，様々な走り方を指導した。
アリーナでの模擬授業であるため，石灰でラインは引けないのでやむを得なかった場づくり
ではあったが，生徒役の学生からは「足に引っかかっている人がいた」「走りにくかった」
といった安全面への指摘とともに，「学習内容として適切か」といった指摘が記述された。
模擬授業で取り上げる内容により，学生の意識焦点は変容すると考えられる。
Ａ－４授業では，学習内容に関心が向けられた。取り上げられた運動遊びが，動物の真似
をして，動物になりきって動く，模倣の動きを取り入れ，そこから，「動物になってのお話
マット」へ展開した指導について肯定的な記述が多く見られた。これらの動きは，マット運
動につながる基礎感覚を養う運動のため，授業への取り入れ方が学生の参考になったのであ
ろう。
次に注目されたのは，「教授行動」と「学習過程」である。この２項目に対しては，教師
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がもっと動物の動きを真似している際の出来映えやどのような動きをして欲しいかなど，活
動に方向性や価値付けをしたり，授業に勢いを与える言葉かけをしたりする必要がある，と
いった教授行動を改善する指摘がされた。
Ａ－５授業で学生が最も注目したのは，「学習内容」である。６授業の中で最も多い，22
名，参加者全員が記述した。その内容の多くは，体ほぐしの遊び，教師の真似っこ，ペア
の友達と真似っこ，全体での表現への展開が，「身近な題材を選び体で表現しやすい内容」，
「多くの人と関われる内容」，「楽しい内容」など，肯定的な記述をしている。
学習内容に伴い多かったのは，「教師活動」についての記述である。教師の主導性が強い
授業であったため，教師行動について「もっと１年生に分かるような言葉をした方がよい」，
「自分の表現ができない子への言葉かけ」など，具体的な改善の指摘がされていた。
Ａ－６授業は「教師活動」，「学習内容」，「学習過程」，「パフォーマンス」に省察が向け
られた。「教師活動」は良い面としては，先生役学生の話し方，言葉かけが優しく，「楽しい
雰囲気で話をしてくれた」，「場を和ませる話し方」という記述が見られた一方，改善点とし
て，「子どもが質問に答えないときに，先生がすぐに答えてしまうのは良くない」という記
述が見られた。課題が明確なため「学習内容」や「学習過程」について肯定的な記述がみら
れる一方で，「課題解決をグループですべき」，「子どもが答えられない時は話し合い時間を
取る」などの記述も見られた。学習課題を解決するための学習過程の作り方の問題点を指摘
していると言える。
Ⅳ　まとめ
初等体育科教育法Ａでの小学校体育の模擬授業を通し，学生がどのような事に着目し，ど
のような意識を持つか，そして，その意識がどのような変容をするのか，６回の模擬授業か
ら事例的に捉えた結果，以下の点が明らかになった。
①模擬授業評価カードの評価の数値は，教材から抜き出した「学習内容」に大きく影響を
受けており，さらに学習内容を指導する「教師活動」によって授業の評価が分かれる傾向が
見られる。このことから，教材に対する知識の少ない学生には，指導教官が良質の教材を提
供する必要がある。その上で，その教材をどのように教えるかといった，教授活動に向かわ
せ，指導の質を高める指導をするべきである。
模擬授業評価カードの「自己課題をはっきり持てたか」の評価は，どの授業も低い結果と
なった。模擬授業では，生徒役が学生であるため，自分のめあてや課題を持たせにくいこと
が分かる。
②学生の感想は，模擬授業の前に教室で行われた講義で強調されていた内容に影響を受け
る。今回の初等体育科教育法では「運動素材と運動教材の違い」など，教材についての理
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解，さらに教材から導き出される学習内容についての講義を行ったため，学習内容の記述が
先行研究よりもはるかに多かった。学生は授業を見る視点として，講義で強調されていたこ
とを取り入れて，授業評価を行っていることが分かる。
③11項目に分類した模擬授業に対する意識カテゴリーは，「教師活動」，「学習内容」，「学
習過程」が多かった。特に「教師活動」は最も多い結果となっている。子どもたちの前でど
のように教えるかということは，実習前の学生に最も関心のあることであるため，教師役の
学生の教師活動については，どの教材でも関心度が高かった。
反面，全く関心の向けられなかったカテゴリーは，「評価」，「ワークシート」である。模
擬授業は１時間のみの授業であるため，単元評価をする必要も無いのであるが，毎時間の
子どもの振り返りをワークシートに書かせる活動や教師の授業評価は，重要な授業内容であ
る。毎時の授業評価を行い，次時の授業計画を策定するためにも，いずれかの模擬授業で評
価に関しても取り上げる必要がある。指導教官が取り上げないカテゴリーについて，学生が
自発的に気づくことは難しいことが伺える。
④意識カテゴリーの中で少ないながらも記述が見られたのは，「安全」，「学習環境」であ
る。模擬授業３回目の走・跳の運動で使用された，スズランテープの使用，その安全性につ
いて，その方法や指導が良いか悪いかといった問題だけではなく，模擬授業を通して体育授
業に対する多角的な意識を養うためには，多くの運動領域で模擬授業を行う必要がある。
同様に「学習環境」についての意識の置き方は，授業内容によって変わっている。場づく
りや用具の数が，子どもの能力や人数に適合しているかどうか，といった問題は器械運動や
陸上運動の内容との関連が強い。こうした準備に時間がかかる場づくりを指導内容に含んだ
模擬授業も，あえて取り入れるようにすべきである。
⑤何回か模擬授業を行っていくと，教師活動を中心としながらも，学生の意識は一定では
なく，分散することが分かる。こうしたことからも，模擬授業は１学年だけでなく，一定時
間数以上広範囲な種目での継続的な実施が必要といえる。
⑥意識カテゴリーで記述の少なかった「相互関係」は，模擬授業の限界を示している。学
生が生徒役をしている模擬授業では，友達同士の関わりや教え合い。学び合いを作り出すこ
とは難しい。既に知っている，出来ていることについて教え合うことはないからである。し
かし，学生が小学生に授業をする機会を教育実習以外に保証することは現状では難しい。
⑦学生の感想の中で，最も厳しい評価，感想を記述してくるのは，授業役学生であった。
この傾向は，毎回同じであった。自分で指導案作成をし，授業準備をして，授業を行ってみ
ると，「もっとああすれば良かった」，「こんな用意をしておけばよかった」といった反省が
生まれるのだろう。模擬授業を通して，最も深く省察をしているのは，授業者である。現場
で言われることであるが「研究授業をした人が大変だけれど，１番得をする」ということで
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ある。実践的指導力を身につけるためには，多くの模擬授業の機会を設定し，授業実践を積
む重要性が示されている。
本研究は事例的であることを断ったうえで，模擬授業における学生の意識を捉えようとし
た。さらに継続的な研究を続けることで，模擬授業に対する学生の意識変容に迫り，その変
容を促す，実践的研究が必要であると考えている。模擬授業は，その場で整った体裁の良い
授業が出来るか否かより，今後の授業づくりのための問題や課題を発見できることが大切で
ある。そのためにも，今後，多角的な模擬授業が出来るように，模擬授業の内容や指導方法
について追求していく必要がある。
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Study on “Practical Leadership” Acquisition by
the Simulated Class of the University Student:
Through the Consciousness Formation of  
the Elementary School Physical Education Class Structure
KAMIJO, Makio　
In recent years strong interest has been shown in teachers’ practical leadership skills. This stems 
from society’s demands on the teacher. It is therefore necessary for a student teacher to acquire 
practical leadership skills while still at college and before standing in front of the class as a teacher. 
At university, one of the ways these skills are acquired is through simulated teaching situations. In 
this study I clarify how the students’ consciousness of the class structure can be transformed through 
simulated classes and through reflection after the class.
In the first half of the simulated class this reflection is usually concentrated on teaching 
performance but gradually expands to include learning content.
This transformation of the students’ awareness from performance to content was borne out by 
changes in the teaching materials and the contents of the simulated lesson.
Students had several opportunities to participate in simulated teaching situations repeatedly thus 
acquiring a variety of practical leadership skills in addition to those mentioned above. The students 
themselves admitted that having the opportunity to reflect on the simulated classes was highly 
beneficial in terms of both teaching materials and the exposure to a variety of points of view. 
